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୕ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬ᚋᮇᇶᮏィ⏬ࡢᨻ⟇᳨ド୕࡚࠸ࡘ࡟ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬ᚋᮇᇶᮏィ⏬ࡢᨻ⟇᳨ド୕࡚࠸ࡘ࡟ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬ᚋᮇᇶᮏィ⏬ࡢᨻ⟇᳨ド୕࡚࠸ࡘ࡟ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬ᚋᮇᇶᮏィ⏬ࡢᨻ⟇᳨ド࡚࠸ࡘ࡟    

 

 

㸯㸬ᨻ⟇᳨ド࡚࠸ࡘ࡟ 

 ୕ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬ࠊࡣ๓ᮇᇶᮏィ⏬㸦ᖹᡂ㸰㸮ᖺᗘ㹼㸰㸲ᖺᗘ㸧࡜ᚋᮇᇶᮏィ⏬

㸦ᖹᡂ㸰㸳ᖺᗘ㹼㸰㸷ᖺᗘ㸧ࡾࡼ࡟᥎㐍ࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࠸ࡲ࡚ࡋᚋᮇᇶᮏィ⏬᭱ࡢ⤊ᖺ

ᗘ࡛ࡿ࠶ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘᮎࠊ࡚ࡗࡶࢆ඲࡚ࡢィ⏬ᮇ㛫ࢆ⤊஢ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ 

 ᙜᕷࡢᇶᮏ᪉㔪ࢆษࡃ࡞┠ࢀ㐍ࠊࡵࡓࡿࡵḟᮇ⥲ྜィ⏬ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘෆ

ࡿࡺࢃ࠸ࠊド᳨ࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࠊ࡟ᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘෆࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍᐃ⟇࡟

ᨻ⟇᳨ド࡟╔ᡭࠊేࡋ ࠊࡵ㐍ࢆドసᴗ᳨ࡢ᣺⯆ィ⏬඲యྜ⥲ࡿ࡞࡜ᣓ⥲ࡢ㸯㸮ᖺ㛫࡚ࡏ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚࠼⪄࡜࠸ࡓࡋᡭ╔࡟ᐃ⟇ࡢ⏬ḟᮇ⥲ྜィࡓ࠼ࡲ㋃ࢆࡽࢀࡇ

௒ᅇࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟እ㒊ホ౯ࡢ(ド。᪋⟇᳨ド᳨ࡿಀ࡟⏬ᐇ᪋ィࡢᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࡜࡜ࡇࡿࡍໟᣓ࡚ࡗࡶࢆドసᴗ᳨ࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࡢ

 

 

㸰㸬ᨻ⟇᳨ド࡚࠸ࡘ࡟ࢺ࣮ࢩ 

 ᨻ⟇᳨ドࠊ࡚ࡗࡓ࠶࡟࠺⾜ࢆᨻ⟇᳨࡟࡜ࡈドࢆࢺ࣮ࢩసᡂࠋࡓࡋࡲࡋ 

ᵓᡂࡢ⟇㸯㸬᪋ࠕࠊࡣࢺ࣮ࢩド᳨ࡢࡇ  ⛣᥎ࡢ㸰㸬㛵㐃ᣦᶆࠕࠊࠖ ஦ᴗ࡞㸱㸬୺ࠕࠊࠖ ࠊࠖ

㸧ࠖࡿࡼ࡟➼ᡂᯝ㸦ㄢ㢟࣭㛵㐃ᣦᶆࡿࡅ࠾࡟㸲㸬ᨻ⟇ᒎ㛤ࠕ ࡾ࠾࡚ࢀࡉᵓᡂࠊࡾࡼ࡟

 ࠋࡍࡲ

 

 

㸱㸬᳨ド᪉ἲ࡚࠸ࡘ࡟ 

 ᨻ⟇᳨ドࠊ࡚ࡗࡓ࠶࡟࠺⾜ࢆᗇෆྛ࡟㒊➼ࡢ௦⾲୕ࠕࡿ࡞ࡽ࠿ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬➼

 ࠋࡓࡋࡲࡋࡓ࠸⨨タࢆࠖࣉ࣮ࣝࢢࢢ࣮ࣥ࢟࣡ࡿࡍ㛵࡟

ᨻ⟇ホ౯ෆᐜࡢ⏬ձ๓ᮇᇶᮏィࠕࠊࡣ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࢢ࣮ࣥ࢟࣡  ղᚋᮇᇶᮏィ⏬᪋ࠕࠊࠖ

⟇༢఩ࡢ㐍ᤖ≧ἣཬ᳨ࡧドෆᐜ ἑᕷẸ‶㊊ᗘㄪᰝ⤖ᯝࠖ୕ࡢճᖹᡂ㸰㸴ᖺᗘᐇ᪋ࠕࠊࠖ

 ࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆドసᴗ᳨ࠊ࡟࡜ࡶࢆ࡝࡞

ἑᕷ⾜ᨻ⤒Ⴀㄪᩚ఍㆟ཬ୕ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆドෆᐜ᳨ࡿࡼ࡟ࣉ࣮ࣝࢢࢢ࣮ࣥ࢟࣡ࠊᚋࡢࡑ 

 ࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆᨻ⟇᳨ドࠊ࡚ࡡ㔜ࢆᑂ㆟࡟ࡽࡉࠊ࡚࠸࠾࡟ᨻ⤒Ⴀ఍㆟⾜ࡧ

ࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡋ㐩ᡂࢆᶆ┠ࡓࡋᙜึタᐃࡸ↓᭷ࡢᐇ᪋ࡢ㛵ಀ஦ᴗࠊࡣᨻ⟇᳨ドࠊ࠾࡞ 

ᨻࡧᨻ⟇ཬࠊࡽࡀ࡞ぢࢆ⛣᥎ࡢ㛵㐃ᣦᶆࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡵồࢆᡂᯝ࡟⦼άືᐇࡢ࡝࡞

ࠊ࠿ࡢࡓࡗ࠶ࡀᡂᯝ࣭ຠᯝ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࡚࠸࠾࡟ㄢ㢟ࡿ࠼ᢪ࡟࡜ࡈ⟇᪋ࡿࡍᵓᡂࢆ⟇

ᕷẸ‶㊊ᗘㄪࠊ࡝࡞ࠊ࠿࡜ࡇ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡣ࡜ࡇࡁ࡭ࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋ࡜ㄢ㢟ࡶ௒ᚋࠊࡓࡲ

ᰝࡢ⤖ᯝࠊࡵྵࡶ࡝࡞ᵝ࡞ࠎどⅬࠊࡕ❧࡟⥲ྜⓗ࡞ほⅬ࡛ᐇ᪋ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ 

 

 

㸲㸬௒ᚋ᳨ࡢドసᴗ࡚࠸ࡘ࡟ 

ࡿࢀࡉ⧊⤌࡛➼⪅እ㒊᭷㆑ࠊ௒ᚋࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢺ࣮ࢩド᳨ࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࡢᗘࡢࡇ 

୕ἑᕷ⥲ྜィ⏬ᑂ㆟఍ࡿࡼ࡟እ㒊᳨ドࢆᐇ᪋ࠋࡍࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ 

ࡿࡓࢃ࡟㸯㸮ᖺ㛫ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࠼ࡲ㋃ࢆド⤖ᯝ᳨ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡚࠸࠾࡟௒ᚋࠊࡓࡲ 

୕ἑᕷ⥲ྜ᣺⯆ィ⏬඲య࡟㛵ࡿࡍᇶᮏ᪉㔪ࡸᇶᮏ⌮ᛕ➼࡟㛵᳨ࡿࡍドసᴗࢆᐇ᪋ࡋ

 ࠋࡍࡲࡾ࠸ࡲ࡚



ᨻ⟇᳨ドࡢࢺ࣮ࢩぢ᪉ 
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Ϩ㸫㸯㸸೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍Ϩ㸫㸯㸸೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍Ϩ㸫㸯㸸೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍Ϩ㸫㸯㸸೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍㸦ᚋᮇᇶᮏィ⏬᭩ P26㺃P27㸧    

㸯㸬᪋⟇ࡢᵓᡂ 

օ೺ᗣⓗ࡞⏕ά⩦័ࡢ☜❧ 

ֆẕᏊࡢ೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍 

ևࡢࢁࡇࡇ೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍 

ֈṑࡢ೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍 

։ឤᰁ⑕ᑐ⟇ࡢ᥎㐍 

֊ᅜẸ೺ᗣಖ㝤஦ᴗࡢ೺඲࡞㐠⏝ 

 

㸰㸬㛵㐃ᣦᶆࡢ᥎⛣ 

㛵㐃ᣦᶆ H23 H27 H28┠ᶆ್ 

㐠ື⩦័ࡿ࠶ࡢேࡢ๭ྜ 50.5% 46.0% 57.5% 

⫧‶⋡㸦40ṓ௨ୖ㸧 28.9% 24.6% 20.0% 

 ⋠デཷデ᳨ࢇࡀ

㸦⫵/⫶/኱⭠/Ꮚᐑ/ங㸧 

22.8/20.9/25.5 

/32.4/30.3% 

23.2/21.0/27.1 

28.5/33.0% 

40.0/40.0/40.0 

50.0/50.0% 

ฟ⏕⋡㸦ฟ⏕ᩘ/ேཱྀ×1,000㸧 10.4͙ 11.2͙ 9.5͙ 

⮬ẅ⋡(10୓ேᙜࡢࡾࡓ⮬ẅ⪅ᩘ㸧 28.7ே 24.0ே 25.5ே 

 ๭ྜ 58.9% 61.1% 63.0%ࡢ㸱ṓඣࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡅཷࢆ໬≀ṑ㠃ሬᕸࢵࣇ

ᐃᮇⓗ࡞ṑ⛉ཷデ⪅ࡢ๭ྜ 44.9% 50.0% 60.0% 

㯞ࡢࣥࢳࢡ࣡ࢇࡋ᥋✀⋡ 93.4% 94.4% 95.0% 

 

㸱㸬୺࡞஦ᴗ 

஦ᴗྡ 
H24ண⟬㢠 

㸦༓෇㸧 

H28ண⟬㢠 

㸦༓෇㸧 

㔜Ⅼ 

஦ᴗ 

୺せ 

஦ᴗ 

೺ᗣቑ㐍ᑐ⟇㈝ 10,121 11,625   

 ۑ ᑐ⟇஦ᴗ㈝ 57,873 73,429 㸯ࢇࡀ

ዷ፬ጤク೺ᗣデᰝ㈝ 51,480 51,545   

ᚰࡢ೺ᗣ࡙ࡾࡃ᥎㐍஦ᴗ 662 1,185   

ṑࡢ೺ᗣ࡙ࡾࡃ᥎㐍஦ᴗ㈝ 1,926 5,173   

 

㸲㸬ᨻ⟇ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝ㸦ㄢ㢟࣭㛵㐃ᣦᶆ➼ࡿࡼ࡟㸧 

┠ࡀࡓࡋᣑ኱ࢆ▱࿘ࡢ࡬ᕷẸࡸ▱ಶู㏻ࡣ⋠ᅜಖ≉ᐃ೺デཷデࠊ⋠デཷデ᳨ࢇࡀ 

ᶆ್ࡣ㐩ᡂ࡛ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠿࡞ࡁ㐠ື⩦័ࡿ࠶ࡀேࡢ๭ྜࡶ┠ᶆ್ࢆୗᅇࠊࡀࡓࡗ

ᖹᡂ㸰㸵ᖺᗘࡓࡗ⾜࡟೺ᗣ㒔ᕷᐉゝࡸ➨㸰ḟ೺ᗣࢃࡉࡳ㸰㸯ィ⏬ࡢ⟇ᐃ࡟ࢀࡑࠊᘬ

ࡀᕷẸ୍ே୍ேࡾࡼ࡟ᑟධࡢไᗘࢺࣥ࢖೺ᗣ࣏ࡓࡗࡲጞࡾࡼᖹᡂ㸰㸶ᖺᗘࡁ⥆ࡁ

೺ᗣ࡙࡟ࡾࡃ㛵ᚰࢆᣢࠊࡾ࡞࡜ࡾࡃ࡙ࡅ࠿ࡗࡁࡘ┠ᶆ㐩ᡂ࡛ࡢ⋠‶⫧ࡓࡗ࠿࡞ࡁῶ

ᑡࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡀ࡞ࡘࡶ࡟ 

࡟࡜ࡇࡓࡵດ࡟ᬑཬࡢ㆑▱࠸ࡋṇࡿࡍ㛵࡟ṑ⛉ಖ೺ࡓࡏࢃྜ࡟ࣝࢡ࢖ࢧࣇ࢖ࣛ

㡰ࡣ๭ྜࡢ⪅ṑ⛉ཷデ࡞ᐃᮇⓗࠊ๭ྜࡢ㸱ṓඣࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡅཷࢆ≀໬ࢵࣇࠊࡾࡼ

    ࠋࠋࠋࠋࡍࡲࡾ࠾ࡍࡲࡾ࠾ࡍࡲࡾ࠾ࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋグ㍕ࢆ⟇᪋ࡿࡍ௜㝶࡟࡚ࡋグ㍕ࢆ⟇᪋ࡿࡍ௜㝶࡟࡚ࡋグ㍕ࢆ⟇᪋ࡿࡍ௜㝶࡟࡚ࡋグ㍕ࢆ⟇᪋ࡿࡍ௜㝶࡟⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑ⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑ⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑ⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑ

᪋⟇ࡣᩘࡢ᪋⟇ࡣᩘࡢ᪋⟇ࡣᩘࡢ᪋⟇ࠊࠊࠊࠊࡣᩘࡢᨻ⟇ᨻ⟇ᨻ⟇ᨻ⟇ࠋࡍࡲࡾ࡞␗ࠋࡍࡲࡾ࡞␗ࠋࡍࡲࡾ࡞␗ࠋࡍࡲࡾ࡞␗࡟࡜ࡈ࡟࡜ࡈ࡟࡜ࡈ࡟࡜ࡈ    

ᨻ⟇࡟࡜ࡈᨻ⟇࡟࡜ࡈᨻ⟇࡟࡜ࡈᨻ⟇ࠊ࡟࡜ࡈ᪋⟇ࠊࢆ᪋⟇ࠊࢆ᪋⟇ࠊࢆ᪋⟇ࢆᒎ㛤ᒎ㛤ᒎ㛤ᒎ㛤ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟ࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍ┠ᶆ್ࢆ࡝࡞グ㍕ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ┠ᶆ್ࢆ࡝࡞グ㍕ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ┠ᶆ್ࢆ࡝࡞グ㍕ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ┠ᶆ್ࢆ࡝࡞グ㍕ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ    

┠ᶆ್┠ᶆ್┠ᶆ್┠ᶆ್ࠊࡣᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࢆᇶࠊࡣᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࢆᇶࠊࡣᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࢆᇶࠊࡣᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࢆᇶ‽࡚ࡋ࡜タᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋἲ௧ࡸᅜ࣭┴ࡢᐃ࡟ࡵᇶ‽࡚ࡋ࡜タᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋἲ௧ࡸᅜ࣭┴ࡢᐃ࡟ࡵᇶ‽࡚ࡋ࡜タᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋἲ௧ࡸᅜ࣭┴ࡢᐃ࡟ࡵᇶ‽࡚ࡋ࡜タᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋἲ௧ࡸᅜ࣭┴ࡢᐃ࡟ࡵᇶ

    ࠋࡍ࡛ࠎᵝࠋࡍ࡛ࠎᵝࠋࡍ࡛ࠎᵝࠋࡍ࡛ࠎᵝ࡝࡞ࡢࡶࡓࡋ៖⪄ࢆ࡝࡞ࡢࡶࡓࡋ៖⪄ࢆ࡝࡞ࡢࡶࡓࡋ៖⪄ࢆ࡝࡞ࡢࡶࡓࡋ៖⪄ࢆ࡝࡞ᐇ᝟ࡢᆅᇦࠊࡢࡶࡓ࠸࡙࡝࡞ᐇ᝟ࡢᆅᇦࠊࡢࡶࡓ࠸࡙࡝࡞ᐇ᝟ࡢᆅᇦࠊࡢࡶࡓ࠸࡙࡝࡞ᐇ᝟ࡢᆅᇦࠊࡢࡶࡓ࠸࡙

ࡼࠊ࡛࡜ࡇࡿࡀୗࡀ್ᩘࡢ࡝࡞๭ྜࡼࠊ࡛࡜ࡇࡿࡀୗࡀ್ᩘࡢ࡝࡞๭ྜࡼࠊ࡛࡜ࡇࡿࡀୗࡀ್ᩘࡢ࡝࡞๭ྜࡼࠊ࡛࡜ࡇࡿࡀୗࡀ್ᩘࡢ࡝࡞๭ྜࠊࡣ㛵㐃ᣦᶆࠊࡣ㛵㐃ᣦᶆࠊࡣ㛵㐃ᣦᶆࠊࡣ㛵㐃ᣦᶆࡿ࠸࡚ࡋᶆグ࡛ࡿ࠸࡚ࡋᶆグ࡛ࡿ࠸࡚ࡋᶆグ࡛ࡿ࠸࡚ࡋᶆグ࡛ࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࢇࠊࠊࠊࠊࡓࡲࡓࡲࡓࡲࡓࡲ

    ࠋࡍࡲࡾ࡞࡜ᣦᶆࠋࡍࡲࡾ࡞࡜ᣦᶆࠋࡍࡲࡾ࡞࡜ᣦᶆࠋࡍࡲࡾ࡞࡜ᣦᶆࡿ࡞ࡃ㧗ࡀᯝࡿ࡞ࡃ㧗ࡀᯝࡿ࡞ࡃ㧗ࡀᯝࡿ࡞ࡃ㧗ࡀຠᯝࡢຠࡢຠࡢຠࡢୖୖୖୖ⟇ᨻ⟇ᨻ⟇ᨻ⟇ᨻࡾࡾࡾࡾ

࠶ࡀᣦᶆࡿ࠸࡚ࡋኚ᭦ࢆᶆ್┠ࠊ࠸క࡟➼ኚ໬ࡢ఍᝟ໃ♫ࡢィ⏬⟇ᐃᚋࠊ࠾࡞࠶ࡀᣦᶆࡿ࠸࡚ࡋኚ᭦ࢆᶆ್┠ࠊ࠸క࡟➼ኚ໬ࡢ఍᝟ໃ♫ࡢィ⏬⟇ᐃᚋࠊ࠾࡞࠶ࡀᣦᶆࡿ࠸࡚ࡋኚ᭦ࢆᶆ್┠ࠊ࠸క࡟➼ኚ໬ࡢ఍᝟ໃ♫ࡢィ⏬⟇ᐃᚋࠊ࠾࡞࠶ࡀᣦᶆࡿ࠸࡚ࡋኚ᭦ࢆᶆ್┠ࠊ࠸క࡟➼ኚ໬ࡢ఍᝟ໃ♫ࡢィ⏬⟇ᐃᚋࠊ࠾࡞

    ࠋࡍࡲࡾࠋࡍࡲࡾࠋࡍࡲࡾࠋࡍࡲࡾ

 ୺࡞஦ᴗࠊࡣᚋᮇᇶᮏィ⏬࡚࠸࠾࡟㔜Ⅼ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅᚋᮇ୺࡞஦ᴗࠊࡣᚋᮇᇶᮏィ⏬࡚࠸࠾࡟㔜Ⅼ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅᚋᮇ୺࡞஦ᴗࠊࡣᚋᮇᇶᮏィ⏬࡚࠸࠾࡟㔜Ⅼ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅᚋᮇ୺࡞஦ᴗࠊࡣᚋᮇᇶᮏィ⏬࡚࠸࠾࡟㔜Ⅼ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅᚋᮇ

ᇶᮏィ⏬ᐇ᪋ィ⏬࡚࠸࠾࡟୺せ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅィ⏬᥎㐍ᇶᮏィ⏬ᐇ᪋ィ⏬࡚࠸࠾࡟୺せ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅィ⏬᥎㐍ᇶᮏィ⏬ᐇ᪋ィ⏬࡚࠸࠾࡟୺せ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅィ⏬᥎㐍ᇶᮏィ⏬ᐇ᪋ィ⏬࡚࠸࠾࡟୺せ஦ᴗ࡜఩⨨௜ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅィ⏬᥎㐍

    ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋᥖ㍕ࢆࡢࡶࡿࢀࡽ࠼⪄࡜㔜せ࡚࠸࠾࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋᥖ㍕ࢆࡢࡶࡿࢀࡽ࠼⪄࡜㔜せ࡚࠸࠾࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋᥖ㍕ࢆࡢࡶࡿࢀࡽ࠼⪄࡜㔜せ࡚࠸࠾࡟ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋᥖ㍕ࢆࡢࡶࡿࢀࡽ࠼⪄࡜㔜せ࡚࠸࠾࡟

ᨻ⟇ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝࠊ࡚ࡋ࡜㛵㐃ᣦᶆࡢ᥎⛣ࠊ࠿࡯ࡢ୺࡞஦ᴗྲྀࡿࡅ࠾࡟⤌ᨻ⟇ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝࠊ࡚ࡋ࡜㛵㐃ᣦᶆࡢ᥎⛣ࠊ࠿࡯ࡢ୺࡞஦ᴗྲྀࡿࡅ࠾࡟⤌ᨻ⟇ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝࠊ࡚ࡋ࡜㛵㐃ᣦᶆࡢ᥎⛣ࠊ࠿࡯ࡢ୺࡞஦ᴗྲྀࡿࡅ࠾࡟⤌ᨻ⟇ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟ᡂᯝࠊ࡚ࡋ࡜㛵㐃ᣦᶆࡢ᥎⛣ࠊ࠿࡯ࡢ୺࡞஦ᴗྲྀࡿࡅ࠾࡟⤌

ࡋุ᩿࡟ⓗྜ⥲ࠊࡽ࠿➼ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᕷẸࠊ㐍ᤖ≧ἣࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࠊࡳࡋุ᩿࡟ⓗྜ⥲ࠊࡽ࠿➼ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᕷẸࠊ㐍ᤖ≧ἣࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࠊࡳࡋุ᩿࡟ⓗྜ⥲ࠊࡽ࠿➼ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᕷẸࠊ㐍ᤖ≧ἣࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࠊࡳࡋุ᩿࡟ⓗྜ⥲ࠊࡽ࠿➼ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᕷẸࠊ㐍ᤖ≧ἣࡢ⏬ᚋᮇᇶᮏィࠊࡳ

ࡲࡾ࠾࡚ࡋグ㍕ࠊ࡚ࡵྵࡶ➼ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟௒ᚋࠊࡲࡾ࠾࡚ࡋグ㍕ࠊ࡚ࡵྵࡶ➼ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟௒ᚋࠊࡲࡾ࠾࡚ࡋグ㍕ࠊ࡚ࡵྵࡶ➼ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟௒ᚋࠊࡲࡾ࠾࡚ࡋグ㍕ࠊ࡚ࡵྵࡶ➼ᒎ㛤ࡿࡅ࠾࡟௒ᚋࠊࡸㄢ㢟ࡿࡅ࠾࡟≦⌧ࠊࢆᡂᯝࡓࡸㄢ㢟ࡿࡅ࠾࡟≦⌧ࠊࢆᡂᯝࡓࡸㄢ㢟ࡿࡅ࠾࡟≦⌧ࠊࢆᡂᯝࡓࡸㄢ㢟ࡿࡅ࠾࡟≦⌧ࠊࢆᡂᯝࡓ

    ࠋࡍࠋࡍࠋࡍࠋࡍ

ࡋグ㍕࡚࠸ࡘ࡟⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑࡋグ㍕࡚࠸ࡘ࡟⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑࡋグ㍕࡚࠸ࡘ࡟⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑࡋグ㍕࡚࠸ࡘ࡟⟇ᨻࡢࢀࡒࢀࡑ

␒ࢪ࣮࣌ࡢᚋᮇᇶᮏィ⏬᭩ࠊࡿ࠸࡚␒ࢪ࣮࣌ࡢᚋᮇᇶᮏィ⏬᭩ࠊࡿ࠸࡚␒ࢪ࣮࣌ࡢᚋᮇᇶᮏィ⏬᭩ࠊࡿ࠸࡚␒ࢪ࣮࣌ࡢᚋᮇᇶᮏィ⏬᭩ࠊࡿ࠸࡚

    ࠋࡍ࡛ྕࠋࡍ࡛ྕࠋࡍ࡛ྕࠋࡍ࡛ྕ



ᨻ⟇᳨ドࢺ࣮ࢩ 

 
Ϩ㸬೺ᗣ࡛ຓࡾࡃ࡙ࡕࡲ࠺ྜࡅϨ㸬೺ᗣ࡛ຓࡾࡃ࡙ࡕࡲ࠺ྜࡅϨ㸬೺ᗣ࡛ຓࡾࡃ࡙ࡕࡲ࠺ྜࡅϨ㸬೺ᗣ࡛ຓࡾࡃ࡙ࡕࡲ࠺ྜࡅ    

Ϩ㸫㸯 ೺ᗣ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍(５3) 

Ϩ㸫㸰 ᆅᇦ་⒪ࡢ඘ᐇ(５4) 

     Ϩ㸫㸱 㧗㱋⪅⚟♴ࡢ඘ᐇ(５5) 

     Ϩ㸫㸲 ඣ❺⚟♴ࡢ඘ᐇ(５6) 

     Ϩ㸫㸳 㞀ࡢ♴⚟⪅࠸ࡀ඘ᐇ(５7) 

     Ϩ㸫㸴 ᆅᇦ⚟♴ࡢ඘ᐇ(５8) 

 

   ϩ㸬⎔ቃ࡜ඹ⏕ࡋᏳᚰ࡛ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁϩ㸬⎔ቃ࡜ඹ⏕ࡋᏳᚰ࡛ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁϩ㸬⎔ቃ࡜ඹ⏕ࡋᏳᚰ࡛ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁϩ㸬⎔ቃ࡜ඹ⏕ࡋᏳᚰ࡛ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁ    

ϩ㸫㸯 Ⰻዲ࡞⮬↛⎔ቃࡢಖ඲࡜ά⏝(５9) 

     ϩ㸫㸰 ⏕ά⎔ቃᩚࡢഛ(５10) 

     ϩ㸫㸱 ᇶᆅᑐ⟇ࡢ඘ᐇ(５11) 

     ϩ㸫㸲 ⏕άᏳ඲ࡢ☜ಖ(５12) 

     ϩ㸫㸳 㜵⅏యไࡢ඘ᐇ(５13) 

     ϩ㸫㸴 ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไࡢ඘ᐇ(５14) 

 

   Ϫ㸬㇏࡞࠿ᚰ࡜యࡾࡃ࡙ࡕࡲࡴ⫱ࢆϪ㸬㇏࡞࠿ᚰ࡜యࡾࡃ࡙ࡕࡲࡴ⫱ࢆϪ㸬㇏࡞࠿ᚰ࡜యࡾࡃ࡙ࡕࡲࡴ⫱ࢆϪ㸬㇏࡞࠿ᚰ࡜యࡾࡃ࡙ࡕࡲࡴ⫱ࢆ    

Ϫ㸫㸯 ᅜ㝿໬ࡢ᥎㐍(５15) 

     Ϫ㸫㸰 Ꮫᰯᩍ⫱ࡢ඘ᐇ(５16) 

     Ϫ㸫㸱 ⏕ᾭᏛ⩦ࡢ᥎㐍(５17) 

     Ϫ㸫㸲 ᩥ໬ࡢ᣺⯆(５18) 

     Ϫ㸫㸳 ࡢࢶ࣮࣏ࢫ᣺⯆(５19) 

 

   ϫ㸬ാࡁᬽࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡏࡽϫ㸬ാࡁᬽࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡏࡽϫ㸬ാࡁᬽࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡏࡽϫ㸬ാࡁᬽࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡏࡽ    

ϫ㸫㸯 ௻ᴗㄏ⮴࡜㞠⏝๰ฟ(５20) 

     ϫ㸫㸰 ㎰ᴗࡢ᣺⯆(５21) 

     ϫ㸫㸱 Ỉ⏘ᴗࡢ᣺⯆(５22) 

     ϫ㸫㸲 ၟᴗࡢ᣺⯆(５23) 

     ϫ㸫㸳 ほගࡢ᣺⯆(５24) 

 

  Ϭ㸬⏕ά࡟౽฼ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞Ϭ㸬⏕ά࡟౽฼ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞Ϭ㸬⏕ά࡟౽฼ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞Ϭ㸬⏕ά࡟౽฼ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡞    

Ϭ㸫㸯 ஺㏻⥙ࡢ඘ᐇ(５25) 

     Ϭ㸫㸰 㒔ᕷ⎔ቃᩚࡢഛ(５26) 

     Ϭ㸫㸱 㐨㊰ᩚࡢഛ(５27) 

     Ϭ㸫㸲 ୖୗỈ㐨ᩚࡢഛ(５28) 

 

  ϭ㸬೺඲࡛㛤ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡓࢀ࠿ϭ㸬೺඲࡛㛤ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡓࢀ࠿ϭ㸬೺඲࡛㛤ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡓࢀ࠿ϭ㸬೺඲࡛㛤ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡓࢀ࠿    

ϭ㸫㸯 ༠ാయไ(５29)❧☜ࡢ 

     ϭ㸫㸰 ⏨ዪඹྠཧ⏬♫఍(５30)❧☜ࡢ 

     ϭ㸫㸱 ᗈሗᗈ⫈ࡢ඘ᐇ࣭᝟ሗබ㛤ࡢ᥎㐍(５31) 

     ϭ㸫㸲 ⾜㈈ᨻᨵ㠉ࡢ᥎㐍(５32) 



- 3 - 
 

Ⅰ－１：健康づくりの推進Ⅰ－１：健康づくりの推進Ⅰ－１：健康づくりの推進Ⅰ－１：健康づくりの推進（後期基本計画書 P26･P27）    

１．施策の構成 

⑴健康的な生活習慣の確立 

⑵母子の健康づくりの推進 

⑶こころの健康づくりの推進 

⑷歯の健康づくりの推進 

⑸感染症対策の推進 

⑹国民健康保険事業の健全な運用 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

運動習慣のある人の割合 50.5% 46.0% 57.5% 

肥満率（40歳以上） 28.9% 24.6% 20.0% 

がん検診受診率 
（肺/胃/大腸/子宮/乳） 

22.8/20.9/25.5 
/32.4/30.3% 

23.2/21.0/27.1 
28.5/33.0% 

40.0/40.0/40.0 
50.0/50.0% 

出生率（出生数/人口×1,000） 10.4‰ 11.2‰ 9.5‰ 

自殺率(10万人当たりの自殺者数） 28.7人 24.0人 25.5人 

フッ化物歯面塗布を受けたことがある３歳児の割合 58.9% 61.1% 63.0% 

定期的な歯科受診者の割合 44.9% 50.0% 60.0% 

麻しんワクチンの接種率 93.4% 94.4% 95.0% 

国保特定健診受診率 19.0% 23.5% 50.0% 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

健康増進対策費 10,121 11,625   

がん対策事業費 57,873 73,429 １ ○ 

妊婦委託健康診査費 51,480 51,545   

心の健康づくり推進事業 662 1,185   

歯の健康づくり推進事業費 1,926 5,173   

予防費 77,223 147,385   

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

  がん検診受診率、国保特定健診受診率は個別通知や市民への周知を拡大したが目

標値は達成できなかった。また、運動習慣がある人の割合も目標値を下回ったが、

平成２７年度に行った健康都市宣言や第２次健康みさわ２１計画の策定、それに引

き続き平成２８年度より始まった健康ポイント制度の導入により市民一人一人が

健康づくりに関心を持つきっかけづくりとなり、目標達成できなかった肥満率の減

少にもつながると考えられる。 
ライフサイクルに合わせた歯科保健に関する正しい知識の普及に努めたことに

より、フッ化物を受けたことがある３歳児の割合、定期的な歯科受診者の割合は順

調に推移しているため今後も継続して普及啓発、指導を図っていく。 
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Ⅰ－２：地域医療の充実Ⅰ－２：地域医療の充実Ⅰ－２：地域医療の充実Ⅰ－２：地域医療の充実（後期基本計画書 P28･P29）    

１．施策の構成 

⑴医療の連携体制の充実 

⑵市立三沢病院の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

かかりつけ医の定着率【市民ア

ンケート】 
60.6% *61.4% 70.0% 

市立三沢病院の初診患者に占め

る紹介患者の割合 
37.0% 42.3% 46.0% 

市立三沢病院の初診患者に占める他

の医療機関へ紹介した患者の割合 
18.5% 23.9% 24.0% 

市立三沢病院における医師の充

足率 
102.8% 111.0% 100.0% 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

救急医療対策費 2,862 3,844   

(病事会)建設改良費 120,324 298,319   

(病事会)医業費用 5,038,552 5,696,791   

(病事会)医業外費用 227,422 252,465   

(病事会)企業債償還金 202,175 182,140   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療における機能分担を基本とした「かかりつけ医制度」の周知を図るとと

もに、医療連携による体制強化に努めている。 

積極的な医師招聘活動により医師の充足率は目標値を達成しており、充足率の維

持又は更なる向上のため今後も継続しての取り組みが必要である。 

研修会、講習会に参加しやすい環境を整え、職員の技術向上並びに資格取得の推

進を図っている。 

有効的な医療機器の導入により、中核病院としての機能の充実と質の高い医療の

提供に努めている。 
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Ⅰ－３：高齢者福祉の充実Ⅰ－３：高齢者福祉の充実Ⅰ－３：高齢者福祉の充実Ⅰ－３：高齢者福祉の充実（後期基本計画書 P30･P31）    

１．施策の構成 

⑴健康保持と生活支援 

⑵介護保険サービスの充実 

⑶生きがいづくりと尊厳の保持 

⑷介護保険給付費の適正化 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

介護給付費 2,778,402千円 3,262,363千円 3,492,000千円 

要介護・要支援認定者数 1,601人 1,838人 2,180人 

認知症サポーター数 424人 1,040人 1,000人 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

老人福祉費 114,028 85,101   

包括的支援費 14,348 12,138   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービス必要時の申請を促すことやケアプラン点検の実施により、介護

給付費適正化の目標値が達成され、一定の成果が得られている。一方で介護予防事

業参加者やいきいきデイセンターの利用者が減少しており、要介護状態への移行を

予防するためにも改善すべき状況である。 

増加する認知症高齢者に対し、認知症サポーター数が大幅に増加したこと、地域

密着型サービス等の利用割合が増加したことから、介護が必要になっても慣れ親し

んだ地域で生活できる体制づくりに一定の効果が得られたと考えられる。 
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Ⅰ－Ⅰ－Ⅰ－Ⅰ－４４４４：：：：児童福祉の充実児童福祉の充実児童福祉の充実児童福祉の充実（後期基本計画書 P32･P33）    

１．施策の構成 

⑴子育て支援の充実 

⑵子育て環境整備の充実 

⑶子育て世帯の経済的・自立支援の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

休日保育を実施している施設数 ― 1カ所 2カ所 

子育て支援センター等の拠点を

利用した延人数 
1,000人 12,685人 2,500人 

子育て支援に係る家庭訪問の延件数 ― 263件 350件 

児童虐待の相談や通報に対し速

やかに対応した割合 
100％ 100％ 100％ 

母子自立支援プログラムを策定

したい人への対応 
― 100％ 100％ 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

児童福祉費 1,250,750 1,391,522   

地域子育て支援対策事業費 ― 4,657   

児童虐待防止対策強化事業費 4,013 3,985   

児童福祉総務費 45,082 48,115   

児童扶養手当費 307,898 271,832   

家庭児童相談室設置費 5,091 3,535   

母子家庭等対策総合支援事業費 ― 4,370   

子ども医療費給付事業費(国保) 94,041 88,836   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日保育事業及び一時預かり事業を実施している施設数の増加、子育て支援セン

ター等の拠点を利用した延人数の増加など、保護者のニーズに対応した子育てしや

すい環境を整備することができている。 

また、保育施設での障害児等の受け入れについては、利用者の居住地近隣の施設

での受け入れができるように調整を図るなど、待機児童ゼロに取組んでいる。 
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Ⅰ－５Ⅰ－５Ⅰ－５Ⅰ－５：：：：障がい者福祉の充実障がい者福祉の充実障がい者福祉の充実障がい者福祉の充実（後期基本計画書 P34･P35）    

１．施策の構成 

⑴障がい者医療費の助成 

⑵障がい者福祉サービスの充実 

⑶生活環境のバリアフリー化を目指した地域生活支援事業の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

障がい者手帳保持者に占める各種

サービスを利用している人の割合 
18.0% 18.7% 25.0% 

各種窓口相談件数 2,600件 5,400件 4,000件 

障がい者の家庭訪問相談（サー

ビス受給者全員対象）件数 
35件 200件 400件 

各種就労支援事業を利用してい

る障がい者数 
83人 123人 115人 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

障害者医療助成費 ― 99,384   

障害者福祉費 113,829 62,120   

障害者福祉サービス費 
601,532 

※自立支援給付費 
779,890 1 ○ 

地域生活支援事業 28,582 35,946   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居宅介護、重度訪問介護といった訪問系サービスの利用者数の増加、就労継続支

援事業（Ａ型・Ｂ型）といった就労支援事業の利用件数が増加しており、障害者へ

の対応の充実化が図られている。 

 また、日常生活用具給付費支給件数や移動支援事業の利用者数が増加しているこ

とから、現行の障害福祉サービスでは制度的に対応しきれない部分のニーズに対し

て、市独自のサービス事業として、障害者自動車改造費助成や相談支援事業等を実

施することで、障害福祉サービスを補い、障害者支援の更なる拡充を図ることがで

きている。 
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Ⅰ－６Ⅰ－６Ⅰ－６Ⅰ－６：：：：地域福祉の充実地域福祉の充実地域福祉の充実地域福祉の充実（後期基本計画書 P36･P37）    

１．施策の構成 

⑴地域福祉計画の着実な実施 

⑵福祉関係団体の支援及び連携強化 

⑶地域福祉活動の基盤整備 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

地域福祉体制、福祉活動への支

援に対する市民満足度【市民ア

ンケート】 

50.0% *49.1% 60.0% 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

生活保護総務費 9,707 18,864   

扶助費 778,676 917,898   

社会福祉総務費 24,819 32,380   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活に困窮している方への扶助費が年々増加している中で、生活保護総務費によ

る生活困窮者自立支援法に基づく自立支援員や、就労支援員を配置したことによ

り、相談体制が整えられ自立に向けた支援が図られていると考えられる。 

 社会福祉総務費が増加しているが、各福祉団体と連携しながら地域福祉の推進の

ため活動を行っている社会福祉協議会の運営によるものであり、各福祉団体の活動

の活発化にも効果があったと考えられる。 

 総合社会福祉センターにおいては、福祉関係団体が有効に施設を活用してお

り、各団体における地域福祉活動の拠点として活用されていると考えられる。 
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Ⅱ－１：良好な自然環境の保全と活用Ⅱ－１：良好な自然環境の保全と活用Ⅱ－１：良好な自然環境の保全と活用Ⅱ－１：良好な自然環境の保全と活用（後期基本計画書 P40･P41）    

１．施策の構成 

⑴自然環境の保全と活用 

⑵自然環境教育の推進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

環境保全活動(清掃活動)参加人数 385人 778人 1,200人 

仏沼に生息するオオセッカの数 1,380羽 890羽 1,380羽 

仏沼の来場者数 790人 843人 1,000人 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

自然保護費 3,343 2,947   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値に達していないものの、仏沼の来場者数及び環境保全活動への参加者も増

加していることから自然環境の保全・環境教育の推進が図られ、持続可能なラムサ

ール条約湿地「仏沼」の活用が行われている。 

 オオセッカの数の減少については、NPO 法人等と連携して野生動物の保護に努

める必要があると考えられる。 
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Ⅱ－２Ⅱ－２Ⅱ－２Ⅱ－２：：：：生活環境の整備生活環境の整備生活環境の整備生活環境の整備    （後期基本計画書 P42･P43）    

１．施策の構成 

⑴ごみの減量化・資源化の推進 

⑵環境保全活動の推進 

⑶公害防止対策の推進 

 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市民１人１日あたりの排出量(g/

人．資源ごみ除く) 
705g 725g 683g 

一般廃棄物(事業系ごみ)排出量

(ｔ) 
4,810t 5,088t 4,500t 

生活環境苦情処理件数(ペットに

関する苦情含む) 
54件 51件 50件 

各種公害調査における環境基準

値の超過件数 
5件 4件 3件 

※家庭系・事業系・資源ごみ＝H27：1,141g 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

塵芥処理費 360,484 389,614   

清掃センター整備費 68,579 85,082   

焼却施設建設事業費 ― 9,443  ○ 

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの排出量は増加傾向にある。 

市民ひとりひとりがリサイクルに関して興味を持ち意識的に行動できるよう、引

き続き３Ｒ運動等のごみの減量化・資源化の推進を行いながら、目標値を達成でき

るよう新たな施策が必要であると考えられる。 
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Ⅱ－３：基地対策の充実Ⅱ－３：基地対策の充実Ⅱ－３：基地対策の充実Ⅱ－３：基地対策の充実（後期基本計画書 P44･P45）    

１．施策の構成 

⑴基地から派生する各種障害等への対策の推進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

航空機騒音に対する苦情件数 457件 494件 310件 

航空機騒音等に悩まされている

と回答した市民の割合【市民ア

ンケート】 

47.7％ *47.5％ 43.0％ 

住宅防音工事実施件数 191件 336件 191件 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

基地対策費 28,124 27,775   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空機騒音に対する苦情件数が増えており、また、航空機騒音等に悩まされてい

ると回答した市民は半数に近い割合となっているが、その一方で、住宅防音工事実

施件数が増加したことは、今後の成果（苦情件数や騒音に悩まされている市民の割

合を減らすこと）を期待できると考えられる。 
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Ⅱ－４：生活安全の確保Ⅱ－４：生活安全の確保Ⅱ－４：生活安全の確保Ⅱ－４：生活安全の確保（後期基本計画書 P46･P47）    

１．施策の構成 

⑴交通安全対策の推進 

⑵地域防犯対策の推進 

⑶消費者保護の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

交通事故死者数(1～12月) 2人 0人 0人 

人身交通事故発生件数 

(1～12月) 
177件 131件 160件 

犯罪発生件数(1～12月) 223件 213件 200件 

消費者相談件数 195件 200件 300件 

 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

交通安全施設整備事業 3,501 2,904   

交通防犯対策費 6,090 8,904   

生活対策費 32,186 44,839   

青少年対策費 4,224 4,297   

防犯カメラ設置事業 ― 3,478   

消費生活対策費 4,071 9,722   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故死者数、人身交通事故発生数、犯罪発生件数ともに目標値を達成してお

り、一定の成果があったといえる。 

 消費者相談件数は、2.5％の微増となっており、消費者トラブルの増加とみる一

方で、消費者相談窓口の周知が図られているという成果が期待できる。 
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Ⅱ－５Ⅱ－５Ⅱ－５Ⅱ－５：：：：防災体制の充実防災体制の充実防災体制の充実防災体制の充実（後期基本計画書 P48･P49）    

１．施策の構成 

⑴災害への即応体制の整備 

⑵防災設備・施設等の充実 

⑶発生時及び復旧・復興への対応 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

防災訓練参加人数 2,664人 2,018人 1,000人以上 

自主防災組織の組織率 34.1％ 58.2％ 60.0％ 

災害時用食料の備蓄量 0食 23,700食 32,500食 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

災害対策費 27,996 25,983 ３ ○ 

急傾斜地崩壊対策事業 2,000 4,200   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練の目標参加人数１，０００人に対し２，０００人以上が参加している。 

また、自主防災組織の結成率は２３年度から４年間で２４．１％増となっている。

更には、防災活動に関する補助金の活用団体数も増加傾向にある。これらのことか

ら、市民の防災意識が向上し、防災活動が活発化しているといえる。 

情報メール登録者数は２６年度の５，７９１人から２７年度の５，１９８人と大

幅に減少しており、市民への災害情報伝達ツールとして登録者数を増やすという目

標を達成できていない。 
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Ⅱ－６：消防・救急体制の充実Ⅱ－６：消防・救急体制の充実Ⅱ－６：消防・救急体制の充実Ⅱ－６：消防・救急体制の充実（後期基本計画書 P50･P51）    

１．施策の構成 

⑴消防体制の充実 

⑵火災予防の充実 

⑶救急体制の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

住宅用火災警報器の設置率 70.2％ 82.9％ 86.0％ 

消防水利の整備率 72.6％ 71.1％ 74.6％ 

救急救命講習会の受講者数 16,369人 21,783人 23,500人 

救急救命士の配置人数 20人 20人 21人 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

常備消防費 65,077 42,497   

非常備消防費 31,947 33,609   

消防通信指令施設等整備事業 ― *347,673  ○ 

火災予防対策費 ― 1,348   

救急体制整備費 ― 6,513   

※「*」は、H27年度決算見込額。 

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅用火災警報器の設置率及び救急救命講習会の受講者数は目標値を達成（現在

の目標値は上方修正後）しており、消防水利の整備については、計画的に更新整備

が実施され順調に推移しているため、継続して取組みを実施します。救急救命士を

毎年１人ずつ新規養成し救急体制の確立を図る取組みを実施している。 

 消防・救急体制に万全を期し、市民サービスの向上になるよう、計画的に更新整

備を更にすすめることが必要であると考える。 
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Ⅲ－１：国際化の推進Ⅲ－１：国際化の推進Ⅲ－１：国際化の推進Ⅲ－１：国際化の推進（後期基本計画書 P54･P55）    

１．施策の構成 

⑴国際交流の推進 

⑵国際的な人材育成の推進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

語学講座参加人数 1,566人 1,567人 1,800人 

国際交流活動への支援に対する市

民満足度【市民アンケート】 
67.7％ *68.6％ 80.0％ 

国際交流活動に参加したことがあ

る市民の割合【市民アンケート】 
8.8％ *7.7％ 20.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

国際交流推進事業費 15,827 11,740 １ ○ 

グローバル人財養成セミナー ― 2,397 １ ○ 

ウェナッチバレーカレッジ英

語研修派遣事業費 
― 6,021 １ ○ 

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の基本理念にも掲げている「国際文化都市」のとおり、あおもりグローバルア

カデミーやイングリッシュキャンプ、ウェナッチバレーカレッジへの派遣事業など

の教育系事業が新規事業としてスタートし、ウェナッチバレーとの姉妹都市交流、

アメリカンデーの継続事業も積極的に推進されている。 

こうした事業は、今後も継続していく必要があると考えるが、世代や地区などに

よって、国際交流への関わりなどにばらつきも見られるため、周知方法等ニーズに

合わせた新たな展開が求められてきていると思われる。 
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Ⅲ－２：学校教育の充実Ⅲ－２：学校教育の充実Ⅲ－２：学校教育の充実Ⅲ－２：学校教育の充実（後期基本計画書 P56･P57）    

１．施策の構成 

⑴学校教育環境の整備 

⑵生きる力を育む学校教育の推進 

⑶学校教育指導の充実 

⑷学校給食の充実 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

学習状況調査の県平均正答率との

差(小学 5年生) 
－0.8 －0.1 3.0 

学習状況調査の県平均正答率との

差(中学 2年生) 
－1.3 ＋0.3 3.0 

不登校から復帰した児童・生徒数／

不登校児童・生徒受け入れ数 
45.0％ 22.7％ 60.0％ 

教育相談件数(教育相談室) 168件 197件 168件 

小中学校の教育環境の整備に対す

る市民満足度【市民アンケート】 
62.2％ *65.4％ 70.0％ 

小中学生が充実した教育を受けて

いると感じる市民の割合【市民アン

ケート】 
61.1％ *69.3％ 70.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

小学校トイレ改修事業 3,066 144,874   

小学校暖房設備改修事業 ― 3,640   

中学校トイレ改修事業 3,318 80,199   

総合的学習推進費 3,628 3,590   

英語教育推進事業費 12,333 9,529   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

教育環境については、トイレや暖房設備などの施設改修もなされ、また、市民ア

ンケートでも満足度が上がっており、継続して充実に努めていく必要があると考え

る。 

青森県学習状況調査における平均正答率は、青森県と同程度であるが、目標値を

下回っている。また、不登校児童・生徒の学校復帰率は、大きく目標値を下回って

いる。これらの現状を受けて、学校や家庭、関係機関と連携を強化し、学力向上、

不登校児童・生徒の減少に、さらに努めていく必要があると考える。 
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Ⅲ－３：生涯学習の推進Ⅲ－３：生涯学習の推進Ⅲ－３：生涯学習の推進Ⅲ－３：生涯学習の推進（後期基本計画書 P58･P59）    

１．施策の構成 

⑴生涯学習の充実 

⑵生涯学習拠点の整備 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

公会堂(中央公民館)の利用者数 105,758人 104,653人 110,000人 

公会堂(中央公民館)の講座等開催数 425回 440回 470回 

図書館利用者数 131,060人 106,723人 140,000人 

家庭教育学習参加者数 745人 1,424人 800人 

登録指導者派遣回数 9回 5回 10回 

登録指導者数 166人 72人 166人 

各種講座やサークル活動に参加したこ

とがある市民の割合【市民アンケート】 
18.6％ *15.6％ 20％ 

図書館などの施設が充実していると回

答した市民の割合【市民アンケート】 
56.1％ *61.2％ 60.0％ 

多様な生涯学習環境の提供に対する

市民満足度【市民アンケート】 
56.2％ *60.3％ 60.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

生涯学習のまちづくり推進事業 331 1,991   

公会堂整備事業 62,688 167,819  ○ 

図書館整備費 ― 9,288   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公会堂（中央公民館）、市立図書館の年間利用者は減少傾向にあるものの、単な

る貸館施設ではなく、市の社会教育施設としての情報発信や様々な講座やイベント

の企画・実施により、多くの利用者から高い満足度を得ている。 

しかし、建物の老朽化による設備の不具合等が多々発生しており、利用へ支障を

きたしていることから、改修工事を行うとともに良質なサービスを提供し、市民が

気軽に利用できる施設を今後も目指していく。 
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Ⅲ－４：文化の振興Ⅲ－４：文化の振興Ⅲ－４：文化の振興Ⅲ－４：文化の振興（後期基本計画書 P60･P61）    

１．施策の構成 

⑴芸術文化活動への支援 

⑵文化財の保護・保存と活用 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

文化協会登録団体数 86団体 96団体 88団体 

芸術・歴史・文化に親しむ機会

の提供に対する市民満足度【市

民アンケート】 

53.6％ *54.9％ 60.0％ 

伝統芸能や歴史遺産が大切に伝

えられていると回答した市民の

割合【市民アンケート】 

53.4％ *56.4％ 60.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

文化振興費 ― 2,789   

遺跡発掘調査事業 19,511 31,992   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化協会登録者数は増加傾向であるものの、参加者の多くが高齢者であり、多様

な世代の参加促進のため、各種文化団体の活動内容や状況等のＰＲ方法を探り、各

種団体や関係機関とのネットワークを構築し、連携を強化する必要がある。 

民俗芸能や歴史遺産の重要性については、市民アンケートによると、多くの市民

の方々が大切であると感じていることから、歴史遺産に触れる機会の提供に努め、

また、民俗芸能の担い手の確保に繋がるような努力を継続する必要がある。 
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Ⅲ－５：スポーツの振興Ⅲ－５：スポーツの振興Ⅲ－５：スポーツの振興Ⅲ－５：スポーツの振興（後期基本計画書 P62･P63）    

１．施策の構成 

⑴スポーツ機会の充実 

⑵スポーツ拠点の整備 

⑶スポーツ活動への支援 

 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市内屋内運動施設使用者数 210,936名 251,507人 227,000名 

市内屋外運動施設利用者数 63,611名 72,763人 85,000名 

スポーツに親しむ機会の提供に対

する市民満足度【市民アンケート】 
54.8％ *55.8％ 60.0％ 

体育施設を使用しやすいと回答し

た市民の割合【市民アンケート】 
38.3％ *42.6％ 50.0％ 

定期的にスポーツを行っていると回

答した市民の割合【市民アンケート】 
28.4％ *28.4％ 40.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

地域スポーツ活動活性化事業 675 675   

東京オリンピック・パラリン

ピック関係事業費 
― 510   

保健総務費 19,840 33,274   

(仮称)国際交流スポーツセン

ター整備事業 
23,422 3,395,765  ○ 

スポーツ指導員育成費 1,114 1,260   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－１：企業誘致と雇用創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用創出    

スポーツ習慣のない方へのきっかけ提供、施設の老朽化など今後の課題はあるも

のの、関連指標が示すとおり、屋内外の施設利用者やスポーツに触れることへの満

足度などは、総じて増加傾向にある。 

オリンピック・パラリンピック関係事業がスタートし、また、スポーツセンター

の整備が進んでいる中で、スポーツには、体力増進や健康づくり、交流の場として

など、多くの機能もあることから、今後も継続・発展させていくことが期待されて

いる状況にあると考える。 
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Ⅳ－１：企業誘致と雇用の創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用の創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用の創出Ⅳ－１：企業誘致と雇用の創出（後期基本計画書 P66･P67） 

１．施策の構成 

⑴企業の誘致 

⑵新エネルギー導入の推進 

⑶産業への支援 

⑷起業の支援 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

誘致企業数 15社 16社 20社 

有効求人倍率(常用：三沢公共職

業安定所、3月期) 
0.46倍 0.95倍 0.56倍 

公共施設への新エネルギー設備

の導入件数 
0件 14件 3件 

雇用・就業の場の確保に対する

市民満足度【市民アンケート】 
18.7％ *25.5％ 25.0％ 

新たな産業・企業の誘致に対す

る市民満足度【市民アンケート】 
19.1％ *25.6％ 25.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H23決算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

企業誘致費 52,587 129,383  ○ 

新築リフォーム支援事業費補

助金 
20,280 37,110   

職業補導費 1,544 6,144   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国全体の経済状況に加え、市の企業誘致や起業促進の補助制度、新築リフォーム

支援事業費補助制度などの雇用施策もあり、市の雇用状況は、有効求人倍率の増加

が示すとおり改善してきており、これに関する市民満足度も上昇している。 

今後においても、当市の特徴を生かすことのできる企業誘致や産業支援などによ

り、雇用創出を図る必要があるが、業種により人手不足の状況も見られることから、

これに関する対策も必要となっている。 

新エネルギーについては、企業の太陽光発電事業等の促進や、災害発生時の拠点

施設や指定避難所への導入が図られ、雇用創出や市民の安全確保につながった。 
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Ⅳ－２：農業の振興Ⅳ－２：農業の振興Ⅳ－２：農業の振興Ⅳ－２：農業の振興（後期基本計画書 P68･P69）    

１．施策の構成 

⑴新たな担い手の育成 

⑵販売・流通の拡大 

⑶生産基盤の整備 

⑷安定した経営の確立 

⑸畜産業の活性化 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

農家人口 3,072名 3,072名 3,000名 

認定農業者数 231名 278名 241名 

三沢市食肉処理センター処理頭数 294,045頭 445,822頭 460,000頭 

農業の振興に対する市民満足度

【市民アンケート】 
44.0％ *49.3％ 50.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

農業次世代振興費 21,552 63,401  ○ 

県営みさわ地区集落基盤整備

事業 
4,001 42,500  ○ 

県営八幡地区経営体育成基盤

整備事業 
― 3,000  ○ 

農業振興費 11,478 4,050   

農場費 20,939 21,904   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業分野においては、農業者の高齢化や担い手の育成、農地利用の集積・集約化、

基盤整備、さらには農産物のブランド化など、農業の効率化、安定化に向け、多く

の課題に取り組んできており、一定の成果は見られるが、特に農業者の高齢化や担

い手育成という面での改善がより必要となっていることから、今後も重点的に取り

組む必要がある。 

なお、食肉処理センターについては、施設整備により処理頭数が大幅に増加し、

当市の畜産業の振興にも大いに寄与している。 
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Ⅳ－３：水産業の振興Ⅳ－３：水産業の振興Ⅳ－３：水産業の振興Ⅳ－３：水産業の振興（後期基本計画書 P70･P71） 

１．施策の構成 

⑴水産業の振興と拠点整備 

⑵安定した経営の確立 

⑶資源回復のための生産基盤整備 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

漁業経営体数 56団体 67団体 56団体 

漁獲数量[過去 3か年平均値] 4,159t 3,599t 4,159t 

漁獲金額[過去 3か年平均値] 1,447百万円 1,366百万円 1,447百万円 

ヒラメの販売単価(円/㎏)[過去 3

か年平均値] 

572円 510円 572円 

ほっき貝の販売単価(円/㎏)[過去

3か年] 

251円 291円 251円 

水産業の振興に対する市民満足

度【市民アンケート】 

46.3％ *51.1％ 51.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

水産物供給基盤整備事業 54,600 58,000   

水産振興費 13,827 8,136   

水産物流通機能高度化対策事業 ― 30,000   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販路拡大や直売所でのイベント等の取組により、ブランド化の推進や魚価向上に

一定の成果が見られる。 

その一方で、漁獲量の減少などにより、漁業者の所得低下や高齢化等の問題も発

生している。 

そのような中、これまでの成果を踏まえ、更なる水産物の付加価値向上を図り、

漁業者の所得向上や担い手育成につなげるため、漁港施設等において、屋根掛け施

設や魚市場の高度衛生化の整備などを一体的に進め、衛生管理市場の認証取得（大

日本水産会）を目指す必要がある。 
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Ⅳ－４：商業の振興Ⅳ－４：商業の振興Ⅳ－４：商業の振興Ⅳ－４：商業の振興（後期基本計画書 P72･P73）    

１．施策の構成 

⑴地域性のある商業振興 

⑵中心市街地の活性化 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

商店店舗数(大町・銀座・大通り・

中央) 
97店舗 87店舗 100店舗 

商店街歩行者(休日 12 地点合計

者数／日) 
3,912人 2,818人 5,369人 

商業の振興に対する市民満足度

【市民アンケート】 
21.8％ *26.1％ 25.0％ 

中心市街地活性化の取り組みに対

する市民満足度【市民アンケート】 
23.3％ *19.9％ 35.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

商工振興費 277,329 206,463   

商業地域活性化推進事業費 7,200 51,394   

中心市街地活性化推進事業費 36,759 3,092   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少問題に加え、郊外型小売店舗の増加など、中心市街地を取り巻く厳しい

環境が続く中、当該地域の店舗数や歩行者数は、依然減少傾向にはあるものの、三

沢の個性を活かした中心市街地の活性化イベントや拠点施設であるスカイプラザ

ミサワによる賑わい創出効果などにより、下げ止まりの傾向が見られる。 

しかしながら、当該地域の持続性、発展性という点では、事業者の高齢化や、個々

の店舗の特徴を生かした事業展開・魅力創出、更には新たな事業者の参入などの課

題があり、これらの課題解決に向け、市、商工会及び事業者が一体となって、これ

まで以上に取り組んでいく必要がある。 
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Ⅳ－５：観光の振興Ⅳ－５：観光の振興Ⅳ－５：観光の振興Ⅳ－５：観光の振興（後期基本計画書 P74･P75）    

１．施策の構成 

⑴観光施策の推進 

⑵地産販売の促進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市内施設の観光入込客数 757,000人 1,152,211人 1,192,400人 

行祭事・イベント入込客数 569,000人 462,600人 654,350人 

観光の振興に対する市民満足度

【市民アンケート】 
22.3％ *27.6％ 35.0％ 

道の駅みさわを定期的に利用し

ていると回答した市民の割合

【市民アンケート】 

11.2％ *11.6％ 20.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

観光費 19,059 20,640   

観光振興費 35,110 37,108 ２ ○ 

地産販売推進事業費 13,818 16,409   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光施設における入込客数の主な増加要因は、観光拠点として新たに加わったス

カイプラザミサワが、アメリカンな三沢の観光スポットとして、順調に入込数を伸

ばしたことや、これを活かしたイメージ展開を市全体で図ってきたことによる。 

また、公式観光ガイドブック「来て！みさわ」や観光情報サイト「三沢モバイル」、

市観光協会ホームページなど、情報発信の充実、強化及びご当地グルメの展開効果

も挙げられる。 

地産販売については、特産品を活かした加工品開発及び販路拡大に対する支援が

徐々に効果として現れてきている。 

今後も、三沢の個性を活かした観光施策や滞在型観光を推進する中で、増え続け

る訪日外国人観光客も呼び込み、経済波及効果の拡大につなげていく必要がある。 
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Ⅴ－１：交通網の充実Ⅴ－１：交通網の充実Ⅴ－１：交通網の充実Ⅴ－１：交通網の充実（後期基本計画書 P78･P79）    

１．施策の構成 

⑴高速交通網の充実 

⑵地域公共交通の再生 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

三沢空港乗降客数 257,809人 255,134人 312,000人 

青い森鉄道三沢駅年間旅客(乗車

人員)数 
371,489人 410,977人 380,000人 

市内路線バス年間輸送人員 229,922人 230,000人 230,000人 

コミュニティバス年間輸送人員 118,191人 127,000人 130,000人 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

交通拠点整備費 2,414 10,395 ２ ○ 

地域公共交通対策費 32,821 62,006   

三沢駅前広場整備事業 ― 304,788 ２ ○ 

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

※過度に自家用車に頼らず、公共交通を利用する意識を高めるために、コミュニケー

ションを中心とした交通施策で取り組むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通網の充実のため、三沢空港に関しては増便要請や二次交通の確保など、

バスに関しては地域ニーズに対応したダイヤ改善などに取り組んだ。 

今後さらに人口減少が進む中で、目標達成のためには、三沢空港発着便の増便要

請や各種利用促進事業を進めると同時に、地域や利用者に合ったモビリティマネジ

メント（※）の推進が必要である。 
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Ⅴ－２：都市環境の整備Ⅴ－２：都市環境の整備Ⅴ－２：都市環境の整備Ⅴ－２：都市環境の整備（後期基本計画書 P80･P81）    

１．施策の構成 

⑴居住環境の整備 

⑵定住化の促進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

住宅環境の整備に対する市民満

足度【市民アンケート】 
48.6％ *52.0％ 60.0％ 

公園環境の整備に対する市民満

足度【市民アンケート】 
64.3％ *67.1％ 80.0％ 

市営住宅入居戸数 330戸 318戸 365戸 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

都市公園整備事業 ― 78,632  ○ 

三沢川整備事業 306,276 163,202  ○ 

古間木団地建替事業 31,874 562,237  ○ 

公営住宅等ストック総合改善

事業 
― 88,165  ○ 

住宅取得支援助成事業 ― 10,000   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園利用者のニーズ調査をもとに、要望の高い遊具の設置や改修等を行い安全

性・快適性を確保している。近年、大雨の発生頻度が高くなっていることから、市

街地等の雨水流出先である三沢川の早期整備を図り、洪水等の被害の少ない快適な

まちの実現に取り組んでいる。 

 市営住宅は、市外在住者の申し込みができないものの、古間木団地の建替えや空

き住戸の大規模修繕により住宅困窮者の救済が図られ、居住環境が改善している。 

 住宅取得支援事業助成金は、人口減少対策の一環である移住・定住化に効果をあ

げているが、そのほかの施策との費用対効果などについて検討しながら取り組む必

要がある。 
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Ⅴ－３：道路の整備Ⅴ－３：道路の整備Ⅴ－３：道路の整備Ⅴ－３：道路の整備（後期基本計画書 P82･P83）    

１．施策の構成 

⑴幹線道路の整備 

⑵生活道路の維持・改良 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市道の舗装率 80.4％ 80.8％ 80.9％ 

市道の改良率 76.4％ 77.1％ 77.0％ 

自宅周辺の道路は安全で利用し

やすいと回答した市民の割合

【市民アンケート】 

38.4％ *48.4％ 60.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

都市計画街路事業 130,500 90,000  ○ 

都市計画道路春日台十和田線

整備事業 
83,702 144,499  ○ 

(仮称)古間木山・松原線整備事業 ― 7,149  ○ 

市道東岡三沢・堀口線外１整

備事業 
66,926 417,157 2 ○ 

道路維持 340,095 317,278   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路春日台十和田線整備事業については、一部用地の収用に時間を要し

たが、事業完了への目途がついた。 

幹線道路については、関連する市町村との連携を密にして事業を推進する必要が

ある。 

 市道の改良率・舗装率について、生活環境の向上を図るため、改良舗装工事を計

画的に実施したことから、目標年度前にほぼ達成している状況である。 

生活道路の維持補修は、市民からも要望が多い事案でもあり、舗装・改良が進むこ

とは、自宅周辺道路の安全性・利便性の向上に寄与していると考えられる。 
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Ⅴ－４：上下水道の整備Ⅴ－４：上下水道の整備Ⅴ－４：上下水道の整備Ⅴ－４：上下水道の整備（後期基本計画書 P84･P85）    

１．施策の構成 

⑴上水道の整備・拡充 

⑵下水道の普及促進 

⑶農業集落排水の普及促進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

石綿セメント管更新率 42.3％ 68.9％ 58.8％ 

安全で安定した上水道の整備に

対する市民満足度【市民アンケ

ート】 

72.7％ *72.5％ 80.0％ 

下水道処理人口普及率 56.7％ 61.8％ 62.9％ 

下水道の整備に対する市民満足

度【市民アンケート】 
63.1％ *63.7％ 80.0％ 

農業集落排水加入率 65.7％ 64.9％ 80.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

(企会・水道)配水施設改良費 259,293 256,914  ○ 

(企会・水道)施設整備事業費 246,624 95,006  ○ 

(企会・水道)総係費 69,207 68,285   

(特会・下水道)公共下水道事業

一般管理費 
52,097 44,998   

(特会・農集)一般管理費 17,092 15,865   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上水道の老朽管更新について、順調に推移していることから、今後も継続した取

り組みが必要であると考えられる。また、計画的な更新を進めるためには財源の確

保が今後の課題となっている。 

 下水道の普及について、計画的な汚水管渠工事により、整備区域の拡充が図られ

ている。農業集落排水の加入率は２５年度に新たに南部地区が供用開始となったた

め減少したように見えるが、下水道とともに加入率は年々向上している。しかし、

水質保全や快適な住環境の確保を進めるため、さらなる加入率向上を目指すことが

必要である。 
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Ⅵ－１Ⅵ－１Ⅵ－１Ⅵ－１：協働体制の確立：協働体制の確立：協働体制の確立：協働体制の確立（後期基本計画書 P88･P89）    

１．施策の構成 

⑴地域活動の活性化 

⑵協働の仕組みづくり 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市民活動ネットワークセンター

みさわ利用件数 
― 1,212件 700件 

町内会加入率 60.9％ 58.5％ 65.0％ 

市民活動団体登録数 63団体 92団体 80団体 

市役所と住民の協働のまちづく

りに対する市民満足度【市民ア

ンケート】 

39.2％ 49.3％ 50.0％ 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

市民協働推進費 10,853 11,121 １ ○ 

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動ネットワークセンターみさわ利用件数、市民活動団体登録件数は平成２

７年度において目標を達成し、今年度においても目標を達成する見込みであること

から、今後も継続的に取り組む。 

 町内会の加入率は生活様式や価値観の多様化などの影響で年々減少している。今

後は町内会のみならず、地域活動を行っている多様な主体への支援を強化していく

ことが必要である。 
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Ⅵ－２：男女共同参画社会の確立Ⅵ－２：男女共同参画社会の確立Ⅵ－２：男女共同参画社会の確立Ⅵ－２：男女共同参画社会の確立（後期基本計画書 P90･P91）    

１．施策の構成 

⑴男女共同参画の意識の醸成 

⑵女性の社会参画の促進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

市附属機関等への女性登用率 23.3％ 24.9％ 27.8％ 

男女共同参画を推進したまちづ

くりに対する市民満足度【市民

アンケート】 

42.3％ *51.5％ 50.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

女性政策推進事業 370 420   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市附属機関等への女性登用率は目標に達していないものの、男女共同参画を推進

したまちづくりに対する市民満足度が目標を上回り、女性政策推進事業に対する一

定の評価が得られている。 

今後も男女共同参画社会基本法や女性活躍推進法にもとづき、固定的性別役割分

担意識の解消やワークライフバランス、子育てしやすい社会環境の整備、そして女

性の社会参画といった社会情勢や市民ニーズを的確に把握し、すべての人が自分ら

しく生きることができる社会づくりのため、住民が共感を得られる事業をさらに展

開することが必要である。 
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Ⅵ－３：広報広聴の充実・情報公開の推進Ⅵ－３：広報広聴の充実・情報公開の推進Ⅵ－３：広報広聴の充実・情報公開の推進Ⅵ－３：広報広聴の充実・情報公開の推進（後期基本計画書 P92･P93）    

１．施策の構成 

⑴広報活動の充実 

⑵情報通信の充実 

⑶CATVの充実 

⑷広聴活動の充実 

⑸情報公開の推進 

⑹個人情報の保護 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

ホームページアクセス件数(月) 19,288件 44,371件 28,000件 

広報みさわやケーブルテレビに

よる情報発信に対する市民満足

度【市民アンケート】 

60.2％ *62.1％ 65.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

文書広報費 9,866 12,332   

有線放送施設整備事業 ― 284,912  ○ 

市政モニター制度運用事業費 ― 6,443   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブサイトへのアクセス件数は、当初の想定を上回っており、さらに近年では

利用者の増加が著しい SNS を活用するなど、技術の進歩と利用者の変化に応じて

最適な手法で情報を発信している。 

広報紙「広報みさわ」は特集記事の情報量を増やしたほか、CATVでは独自企画

の番組やイベントの生中継などにより、市政の周知だけでなく地域の魅力に対する

市民の関心を喚起するよう努めた結果、情報発信に対する満足度も上昇しているこ

とから今後も積極的な情報発信を継続する必要がある。 
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Ⅵ－４：行財政改革の推進Ⅵ－４：行財政改革の推進Ⅵ－４：行財政改革の推進Ⅵ－４：行財政改革の推進（後期基本計画書 P94･P95）    

１．施策の構成 

⑴効率的な組織運営と人材育成 

⑵財源の確保と増収 

⑶財政運営の効率化 

⑷行政経営システムの確立 

⑸広域行政の推進 

 

２．関連指標の推移 

関連指標 H23 H27 H28目標値 

職員数(市立三沢病院除く) 476人 468人 466人 

基金残高 
4,048百万円 4,258百万円 2,100百万円

以上 

経常収支比率 90.0％ 92.0％ 88.0％ 

将来負担比率 125.9％ 92.0％ 120.0％ 

行政サービスの質が向上してい

ると回答した市民の割合【市民

アンケート】 
33.2％ *41.5％ 60.0％ 

※「*」は、H26年度データです。 

 

３．主な事業 

事業名 
H24予算額 
（千円） 

H28予算額 
（千円） 

重点 
事業 

主要 
事業 

賦課徴収管理費 67,743 73,598   

行政運営推進費 1,685 552   

 

４．政策展開における成果（課題・関連指標等による） 

 

 
 経常収支比率は増加傾向にあり目標値達成が難しい状況にあるが、将来負担比率

については地方債の発行抑制等により改善がみられ、基金残高と共に目標値を大き

く上回り、安定的かつ持続的な財政運営が図られている。 
 財政運営効率化の取り組みとして、長期的な視点から公共施設等の適正な維持管

理を計画的に推進するための公共施設等総合管理計画の策定をしている。 
 指定管理者制度導入施設におけるモニタリングや調査などで行政サービスの質

の向上に努めているが、目標値達成には市民意見の収集のみならず、迅速かつ分か

りやすい行政情報の提供といった開かれた行政経営の推進が必要である。 
 広域行政では上十三・十和田湖広域定住自立圏の圏域市町村と連携し、消費生活

支援センターの運営を実施しているが、効率的な行政運営を目指し更なる連携強化

を推進すべきである。 


